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平
成
30
年
第
１
回
３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
市
長
提
案
の
56
議
案
を

議
決
し
ま
し
た
。
定
例
会
の
日
程
と
議
案
な
ど
は
４
〜
７
ペ
ー
ジ
の
表
１
、
２
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
主
な
議
案
の
内
容
と
委
員
会
審
査
を
含
め
た
審
議
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
な
ど
56
議
案
を
議
決

平
成
30
年
度
相
馬
市
一
般
会
計
予
算
、

 　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
に
192
億
１
、５
０
０
万
円
を
計
上

　

主
な
審
議
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

集
会
所
の
増
改
築
に
か
か
る

費
用

　

北
飯
渕
公
会
堂
の
増
築
に

伴
う
費
用
と
し
て
、
集
会
施

設
整
備
事
業
236
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
　

北
飯
渕
公
会
堂
の
増
築

に
つ
い
て
詳
細
を
問
う
。

　
　

北
飯
渕
公
会
堂
の
小
会

議
室
が
狭
い
た
め
７
坪
増

築
、
玄
関
の
入
り
口
が
階
段

に
な
っ
て
い
る
た
め
ス
ロ
ー

プ
等
を
設
置
、
ト
イ
レ
が
男

女
共
用
に
な
っ
て
い
る
た
め

女
性
用
の
ト
イ
レ
を
別
に
し
、

洋
式
に
直
す
。

浦
ホ
タ
ル
事
業
に
か
か
る
費

用
の
補
助
金

　

浦
ホ
タ
ル
事
業
を
運
営
す

る
相
馬
市
青
年
団
体
連
絡
協

議
会
へ
の
補
助
金
と
し
て
100

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　

平
成
29
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
て
50
万
円
増
額
と

な
っ
て
い
る
理
由
を
問
う
。

　
　

昨
年
度
は
当
初
予
算
50

万
円
の
運
営
補
助
で
予
算
計

上
し
た
。
今
年
度
は
事
業
を

拡
大
す
る
た
め
に
予
算
を
50

万
円
増
額
し
て
計
上
し
た
。

子
育
て
を
支
援
す
る
費
用

　

出
産
、
子
育
て
に
関
す
る

経
済
的
な
支
援
と
し
て
、
第

１
子
誕
生
の
と
き
に
５
万

円
、
第
２
子
の
と
き
に
８
万

円
、
第
３
子
の
と
き
に
10
万

円
を
支
給
す
る
費
用
１
、
６

５
２
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

【
議
案
第
50
号
】

幼
稚
園
ト
イ
レ
の
改
築
に
か

か
る
費
用

　

大
野
幼
稚
園
、
八
幡
幼
稚

園
、
日
立
木
幼
稚
園
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
の
工
事
請
負
費

240
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　

洋
式
化
の
考
え
を
問
う
。

　
　

こ
の
10
年
間
に
一
般
家

庭
で
和
式
の
ト
イ
レ
が
ほ
と

ん
ど
姿
を
消
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
保
護
者
か
ら
の

要
望
が
増
え
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
洋
式
化
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　
　

洋
式
と
和
式
の
比
率
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

す
べ
て
を
洋
式
化
す
る

の
で
は
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
意
味
も
か
ね
て
、
和
式

を
１
つ
は
残
す
考
え
方
で

や
っ
て
い
る
。

小
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
等
を

設
置
す
る
費
用

　

大
野
小
学
校
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
新
設
、
中
村
第
二
小

学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
増

設
、
中
村
第
一
小
学
校
の
外

壁
ク
ラ
ッ
ク
の
修
理
工
事
、

中
村
第
二
小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

工
事
、
桜
丘
小
学
校
南
側
の

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
の
建
設
に

か
か
る
工
事
請
負
費
１
、
０

９
１
万
４
，
０
０
０
円
を
計

上
し
て
い
る
。

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
基

準
を
問
う
。

　
　

設
置
に
つ
い
て
は
、
学

校
長
か
ら
意
見
、
必
要
の
台

数
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
現
場
を
見
て
、
実
際
に

必
要
で
あ
る
か
精
査
を
し
て

い
る
。

生
活
困
窮
者
を
扶
助
す
る
た

め
の
費
用

　

生
活
に
困
窮
す
る
方
に
対

し
て
そ
の
程
度
に
応
じ
て
必

要
な
扶
助
を
行
い
、
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
い

う
こ
と
で
支
払
わ
れ
る
扶
助

費
２
億
５
、
７
９
６
万
６
、

０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

対
象
数
を
問
う
。

　
　

生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
人
数
は
、
149
人
程
度
に
な

る
。

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
の

助
成
金

　

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦

に
対
し
て
、
助
成
金
を
支
給

す
る
費
用
510
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
特
定
不
妊

治
療
を
35
件
、
一
般
不
妊
治

療
を
15
件
、
不
育
治
療
１
件

の
助
成
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
　

実
績
を
問
う
。

　
　

平
成
28
年
度
が
56
件
、

実
人
員
で
37
名
。
平
成
29
年

度
が
12
月
末
現
在
で
18
件
、

実
人
員
15
名
で
あ
る
。

水
産
物
等
直
売
施
設
の
運
営

組
織
に
出
資
す
る
費
用

　

水
産
物
等
直
売
施
設
を
整

備
す
る
予
定
で
、
こ
の
運
営

組
織
に
市
と
し
て
出
資
す
る

費
用
750
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
　

出
資
構
成
者
や
最
終
的

な
資
本
総
額
の
想
定
に
つ
い

て
問
う
。

　
　

水
産
物
等
直
売
施
設
の

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
こ
れ

ま
で
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
検
討
の
中
で
は
、
だ
い

た
い
資
本
金
を
３
、
０
０
０

万
円
の
25
％
を
市
で
出
資
し

て
は
い
か
が
か
と
い
う
こ
と

で
、
750
万
円
を
予
算
計
上
し

て
い
る
。

　

運
営
組
織
を
構
成
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
現
在
、
漁
協

や
商
工
会
議
所
、観
光
協
会
、

そ
の
他
個
人
の
方
に
も
、
こ

の
組
織
に
入
っ
て
一
緒
に
運

営
し
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
の
意
向
調
査

を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ

り
、
組
織
形
態
が
ど
の
ぐ
ら

い
の
規
模
に
な
る
か
未
定
で

あ
る
。

大
洲
松
川
線
の
開
通
に
伴
う

イ
ベ
ン
ト
に
か
か
る
費
用

　

市
道
大
洲
松
川
線
の
開
通

式
及
び
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
等
の

費
用
60
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
　

対
象
者
数
を
問
う
。

　
　

平
成
30
年
度
の
見
込
み

は
、
平
成
28
年
度
の
実
績
、

平
成
29
年
度
の
上
半
期
の
実

績
平
均
な
ど
か
ら
算
出
し
、

合
計
で
220
名
分
ほ
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
支
援

す
る
費
用

　

新
婚
世
帯
の
住
宅
取
得
や

賃
貸
に
関
す
る
経
費
及
び

引
っ
越
し
な
ど
を
支
援
す
る

費
用
300
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
　

対
象
件
数
を
問
う
。

　
　

平
成
30
年
度
は
補
助
額

が
24
万
円
か
ら
30
万
円
に
変

わ
り
、
30
万
円
を
10
組
と
い

う
こ
と
で
300
万
円
を
計
上
し

た
。

平
成
29
年
度
に
実
施
さ
れ
た
浦

ホ
タ
ル
事
業
（
尾
浜
地
内
）

大
き
く
ヒ
ビ
割
れ
を
起
こ
し
て

い
る
校
舎
外
壁
（
中
村
一
小
）

大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
を
見
せ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
に
振
る
舞
わ

れ
た
海
鮮
カ
レ
ー
と
青
の
り
汁

　
　

大
洲
松
川
線
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
の
概
要
に
つ
い
て
問

う
。

　
　

大
洲
松
川
線
の
開
通
式

と
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
負
担
金

を
そ
れ
ぞ
れ
30
万
円
予
定
し

て
い
る
。
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

は
、
松
川
浦
ウ
ォ
ー
ク
と
い

う
旧
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
跡
地

を
出
発
し
て
、
松
川
浦
大
橋

を
通
り
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

て
中
洲
の
と
こ
ろ
ま
で
片
道

３
キ
ロ
を
往
復
し
て
帰
っ
て

く
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
募
集
定
員
は
500
名
を

目
標
と
し
て
い
る
。

本
年
度
、
増
改
築
を
実
施
す
る

北
飯
渕
公
会
堂

松
川
浦
ウ
ォ
ー
ク
（
４
月
14
日
）
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例
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概
要

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

１ 相馬市副市長の選任について
同　意

付託なし
全会一致

２ 相馬市監査委員の選任について
同　意

付託なし
全会一致

３ 相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

４ 相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

５ 相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

６ 相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

７ 相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

８ 相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

９ 相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

１０相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

１１相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

１２相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

１３相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

１４相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

１５相馬市農業委員会委員の任命について
同　意

付託なし
全会一致

１６人権擁護委員の推薦について
適　任

付託なし
全会一致

１７人権擁護委員の推薦について
適　任

付託なし
全会一致

１８人権擁護委員の推薦について
適　任

付託なし
全会一致

１９
相馬市指定居宅介護支援等の事業の人
員及び運営に関する基準を定める条例
の制定について

原案可決
文教厚生

全会一致

２０相馬市子育て食育支援基金条例の制定について
原案可決

文教厚生
全会一致

２１相馬市営住宅維持管理基金条例の制定について
原案可決

産業建設
全会一致

２２相馬市復興住宅被災者取得支援基金条例の一部を改正する条例について
原案可決

産業建設
全会一致

２３相馬市職員の退職手当支給条例等の一部を改正する条例について
原案可決

総　務
全会一致

表２　３月定例会の審議結果（市長提案）

　
　

　
　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

【
議
案
第
36
号
】

　
　
　
　

学
校
給
食
用
放
射
能
測
定
器
12
組
を
取
得

日次 日　付 会　議 内　　容

1 ３月５日（月）
本会議
委員会

議案の提案と説明など
予算決算常任委員会

2 ６日（火）休　会 議会運営委員会
3 ７日（水）休　会 議案調査

4 ８日（木）本会議 一般質問（１日目）
議案の採決など

5 ９日（金）本会議 一般質問（２日目）
6 10 日（土）休　会
7 11 日（日）休　会
8 12 日（月）委員会 各常任委員会・分科会
9 13 日（火）休　会 事務整理
10 14 日（水）委員会 各常任委員会・分科会
11 15 日（木）委員会 各常任委員会
12 16 日（金）休　会 事務整理
13 17 日（土）休　会
14 18 日（日）休　会
15 19 日（月）委員会 予算決算常任委員会
16 20 日（火）休　会 議会運営委員会
17 21 日（水）休　会
18 22 日（木）本会議 議案の採決など

表１　３月定例会の会期日程

　

現
在
使
用
し
て
い
る
放
射

能
測
定
装
置
は
、
平
成
24
年

度
の
導
入
か
ら
５
年
を
経
過

し
、
自
然
由
来
の
放
射
能
を

誤
検
知
す
る
な
ど
、
子
ど
も

や
保
護
者
に
不
安
を
抱
か
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
問
題
の

解
消
の
た
め
、
随
意
契
約
に

よ
り
、
新
た
に
放
射
能
測
定

装
置
12
組
を
５
，
９
４
０
万

円
で
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

取
得
の
相
手
方
は
、
株
式

会
社
東
栄
科
学
産
業
代
表
取

締
役
、
山
城
智
万
氏
で
あ

り
、
納
入
期
限
は
平
成
30
年

4
月
27
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

随
意
契
約
の
詳
細
を
問

う
。

　
　

随
意
契
約
と
な
っ
た
理

由
は
、
誤
検
知
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
し
て
、
保
護
者
、

子
ど
も
た
ち
に
安
心
を
与
え

る
と
い
う
こ
と
で
、
自
然
由

来
の
放
射
能
を
誤
検
知
し
な

い
装
置
で
あ
る
こ
と
、
放
射

能
測
定
装
置
に
お
い
て
温
度

管
理
が
で
き
て
、
温
度
に

よ
っ
て
誤
検
知
す
る
こ
と
が

な
い
こ
と
な
ど
で
、
機
種
の

選
定
作
業
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
３
つ
の
機
種

を
選
ん
だ
が
、
２
つ
に
つ
い

て
、
生
産
中
止
等
の
状
況
に

あ
っ
た
た
め
、
１
つ
の
業
者

と
随
意
契
約
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

今
回
取
得
す
る
機
種
は
福

島
県
で
42
台
、
飯
舘
村
で
10

台
、
川
俣
町
で
５
台
の
納
入

実
績
が
あ
り
、
市
と
し
て
も

こ
の
機
種
が
よ
い
と
の
結
論

に
至
っ
た
。

市内の学校に設置された新たな放射能測定装置

　
　

　
　

学
校
給
食
無
料
化
事
業
の
た
め
に

【
議
案
第
20
号
】

　
　
　
　

相
馬
市
子
育
て
食
育
支
援
基
金
条
例
を
制
定

　

学
校
給
食
無
料
化
事
業
の

た
め
、
市
内
小
・
中
学
校
の

給
食
の
材
料
に
要
す
る
経
費

を
光
陽
地
区
造
成
事
業
特
別

会
計
か
ら
基
金
に
積
み
立
て

る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　
　

学
校
給
食
無
料
化
に
至

る
経
緯
を
問
う
。

　
　

以
前
か
ら
市
と
し
て
は

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
た

が
、
財
源
的
に
難
し
く
、
税

金
を
投
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
の
判
断
で
あ
っ
た
。
今

回
、
光
陽
地
区
造
成
事
業
特

別
会
計
の
中
で
、
税
外
収
入

を
も
っ
て
、
児
童
生
徒
分
の

給
食
費
に
充
て
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
条
例
の
制

定
に
至
っ
た
。
判
断
の
時
期

と
し
て
は
市
長
選
挙
が
終
わ

り
、
市
民
の
審
判
を
受
け
た

後
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　
　県
道
の
市
道
移
管
や
開
発
行
為
に
よ
る

県
道
の
市
道
移
管
や
開
発
行
為
に
よ
る

【
議
案
第
37
号
・
議
案
第
38
号
】

市
道
の
変
更
、
認
定

　

市
道
坪
ケ
迫
西
山
線
及
び

市
道
駅
前
桜
ケ
丘
線
に
つ
い

て
、
県
道
相
馬
大
内
線
と
の

重
複
を
解
消
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
終
点
部
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
市
道
中
部

32
号
線
に
つ
い
て
は
、
終
点

部
を
変
更
す
る
も
の
で
、
市

道
３
路
線
を
法
令
に
基
づ
き

変
更
し
ま
す
。（
議
案
第
37

号
）

　

中
部
579
号
線
に
つ
い
て
、

県
道
相
馬
大
内
線
の
バ
イ
パ

ス
の
整
備
完
了
に
伴
う
も

の
、
中
部
662
号
線
、
中
部
663

号
線
、
中
部
666
号
線
、
中
部

667
号
線
、
中
部
668
号
線
は
開

発
行
為
の
完
了
に
伴
う
も
の

で
、
市
道
６
路
線
を
法
令
に

基
づ
き
認
定
し
ま
す
。（
議

案
第
38
号
）

　
　

市
道
の
総
延
長
、
舗
装

距
離
、
舗
装
率
を
問
う
。

　
　

認
定
後
の
数
字
は
、
路

線
数
で
１
、
５
２
９
路
線
、

認
定
実
延
長
で
66
万
１
、
０

８
８
メ
ー
ト
ル
、
舗
装
延
長

は
、
48
万
165
メ
ー
ト
ル
、
舗

装
率
が
72
・
63
％
で
あ
る
。

【
議
案
第
2
号
】

　

監
査
委
員
の
江
井
利
夫
氏

が
５
月
31
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
新
た
に
菊
地
利

宗
氏
を
選
任
し
ま
す
。

【
議
案
第
３
号
〜
議
案
第
15

号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
農

業
委
員
会
委
員
は
市
長
が
任

命
す
る
こ
と
と
な
っ
た
め
、

次
の
13
名
を
委
員
と
し
て
任

命
し
ま
す
。

・
目
黒
正
一
氏

・
佐
藤
雄
一
氏

・
武
島
竜
太
氏

・
山
田
秀
晴
氏

・
丹
野
義
基
氏

・
菅
野
忠
氏

・
唯
野
哲
夫
氏

・
岩
本
一
夫
氏

・
三
國
実
加
氏

・
佐
藤
陽
子
氏

・
荒
木
雅
男
氏

・
後
藤
義
昭
氏

・
前
川
正
人
氏

そ
の
他
の
議
案

　

議
案
番
号
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
、
表
２
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
議
案
第
１
号
】

　

副
市
長
の
佐
藤
憲
男
氏
が

３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を

選
任
し
ま
す
。

（次ページへつづく）
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３
月
定
例
会
の
概
要

３
月
定
例
会
の
概
要

【
議
案
第
16
号
〜
議
案
第
18

号
】

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
次

の
３
名
が
６
月
30
日
で
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続

き
各
氏
を
推
薦
し
ま
す
。

・
延
原
了
英
氏

・
清
水
と
し
子
氏

・
森
さ
く
子
氏

【
議
案
第
19
号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
県
が
定
め
て
い
た
指

定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

４３平成２９年度相馬市一般会計補正予算（第７号）
原案可決

予算決算
全会一致

４４平成２９年度相馬市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
原案可決

予算決算
全会一致

４５平成２９年度相馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
原案可決

予算決算
全会一致

４６平成２９年度相馬市介護保険特別会計補正予算（第４号）
原案可決

予算決算
全会一致

４７平成２９年度相馬市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
原案可決

予算決算
全会一致

４８平成２９年度相馬市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
原案可決

予算決算
全会一致

４９平成２９年度相馬市光陽地区造成事業特別会計補正予算（第３号）
原案可決

予算決算
全会一致

５０平成３０年度相馬市一般会計予算
原案可決

予算決算
全会一致

５１平成３０年度相馬市国民健康保険特別会計予算
原案可決

予算決算
全会一致

５２平成３０年度相馬市後期高齢者医療特別会計予算
原案可決

予算決算
全会一致

５３平成３０年度相馬市介護保険特別会計予算
原案可決

予算決算
全会一致

５４平成３０年度相馬市公共下水道事業特別会計予算
原案可決

予算決算
全会一致

５５平成３０年度相馬市農業集落排水事業特別会計予算
原案可決

予算決算
全会一致

５６平成３０年度相馬市光陽地区造成事業特別会計予算
原案可決

予算決算
全会一致

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

２４相馬市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について
原案可決

産業建設
全会一致

２５相馬市都市公園条例の一部を改正する条例について
原案可決

産業建設
全会一致

２６相馬市行政財産使用料条例の一部を改正する条例について
原案可決

総　務
全会一致

２７相馬市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
原案可決

文教厚生
全会一致

２８相馬市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
原案可決

産業建設
全会一致

２９相馬市介護保険条例の一部を改正する条例について
原案可決

文教厚生
全会一致

３０相馬市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について
原案可決

文教厚生
全会一致

３１

相馬市企業立地の促進等による地域に
おける産業集積の形成及び活性化に関
する法律第１０条第１項の規定に基づ
く準則を定める条例の一部を改正する
条例について

原案可決
産業建設

全会一致

３２
東日本大震災による被災者に対する市
税等の減免に関する条例の一部を改正
する条例について

原案可決
文教厚生

全会一致

３３
相馬市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決
文教厚生

全会一致

３４

相馬市指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について

原案可決

文教厚生

全会一致

３５

相馬市指定介護予防支援等の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例について

原案可決
文教厚生

全会一致

３６財産の取得について
原案可決

文教厚生
全会一致

３７市道路線の変更について
原案可決

産業建設
全会一致

３８市道路線の認定について
原案可決

産業建設
全会一致

３９公の施設の指定管理者の指定について
原案可決

文教厚生
全会一致

４０公の施設の指定管理者の指定について
原案可決

文教厚生
全会一致

４１公の施設の指定管理者の指定について
原案可決

総　務
全会一致

４２公の施設の指定管理者の指定について
原案可決

文教厚生
全会一致

表２（５ページのつづき）

の
基
準
に
つ
い
て
市
が
定
め

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
条
例

を
制
定
し
ま
す
。

【
議
案
第
21
号
】

　

法
律
に
基
づ
き
、
災
害
市

営
住
宅
の
払
い
下
げ
に
係

る
市
へ
の
譲
渡
金
に
つ
い

て
、
市
営
住
宅
の
維
持
管
理

等
経
費
に
充
て
る
こ
と
を
目

的
に
、
新
た
に
基
金
を
創
設

す
る
た
め
条
例
を
制
定
し
ま

す
。

【
議
案
第
22
号
】

　

新
た
に
相
馬
市
営
住
宅
維

持
管
理
基
金
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
伴
い
、
相
馬
市
復

興
住
宅
被
災
者
取
得
支
援
基

金
条
例
で
規
定
し
て
い
る
市

営
住
宅
等
の
維
持
管
理
経
費

へ
の
充
当
に
係
る
条
文
を
削

除
す
る
た
め
に
、
条
例
を
改

正
し
ま
す
。

【
議
案
第
23
号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
県

に
準
じ
て
退
職
手
当
の
調
整

率
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
条

例
を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
24
号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
最

近
の
地
価
水
準
の
変
動
な
ど

を
踏
ま
え
、
道
路
占
用
料
の

改
定
等
を
行
う
た
め
条
例
を

改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
25
号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
公

園
内
に
設
置
す
る
運
動
施
設

の
基
準
を
新
た
に
市
が
定
め

る
こ
と
、
公
園
使
用
料
の
改

定
等
を
行
う
た
め
条
例
を
改

正
し
ま
す
。

【
議
案
第
26
号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
行

政
財
産
使
用
料
の
改
定
等
を

行
う
た
め
条
例
を
改
正
し
ま

す
。

【
議
案
第
27
号
】

　

経
済
状
況
の
変
化
に
よ
る

処
分
場
の
運
営
経
費
上
昇
に

伴
い
、
市
産
業
廃
棄
物
埋
立

処
分
場
の
処
理
手
数
料
に
つ

い
て
、
相
馬
共
同
火
力
発
電

株
式
会
社
と
の
間
で
合
意
し

た
こ
と
か
ら
、
条
例
を
改
正

し
ま
す
。

【
議
案
第
28
号
】

　

老
朽
化
に
よ
り
市
営
住
宅

の
解
体
し
た
こ
と
で
、
戸
数

が
変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
29
号
】

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
見

直
し
に
伴
い
、
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
第

１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
を
定
め
る
等
の
た
め
条
例

を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
30
号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
市

国
民
健
康
保
険
の
住
所
地
特

例
の
適
用
を
受
け
る
者
が
、

特
例
を
引
き
継
い
で
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と

な
っ
た
場
合
に
、
市
が
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

条
例
を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
31
号
】

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
条

例
名
、
引
用
す
る
法
律
名
、

改
正
後
の
法
律
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
た
福
島
県
相
双
地
域

基
本
計
画
の
対
象
区
域
を
も

と
に
条
例
の
適
用
区
域
を
追

加
す
る
た
め
に
、
条
例
を
改

正
し
ま
す
。

【
議
案
第
32
号
】

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
る
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
る
警
戒
区
域
等

か
ら
の
転
入
者
に
対
す
る
国

民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保

険
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
国

の
財
政
支
援
措
置
が
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
減
免
措
置
期

間
を
同
日
ま
で
延
長
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
33
号
】

　

国
が
定
め
る
基
準
の
改
正

に
伴
い
、
介
護
医
療
院
及
び

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関

す
る
基
準
を
新
設
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
34
号
】

　

国
が
定
め
る
基
準
の
改
正

に
伴
い
、
介
護
医
療
院
及
び

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
に

関
す
る
基
準
を
追
加
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
35
号
】

　

国
が
定
め
る
基
準
の
改
正

に
伴
い
、
指
定
特
定
相
談
支

援
事
業
者
、
利
用
者
の
家
族

及
び
主
治
医
等
と
の
連
携
に

関
す
る
基
準
を
追
加
す
る
た

め
に
、条
例
を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
39
号
〜
議
案
第
42

号
】　

　

次
の
と
お
り
各
施
設
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
を
指
定

し
ま
す
。

※
（　

）
は
指
定
さ
れ
た
管

理
者
で
す
。

・
相
馬
市
西
部
子
ど
も
公
民

館
（
社
会
福
祉
法
人　

相
馬

市
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
社
会
福
祉
法
人　

相

馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
市
内
10
地
区
の
防
災
集
合

所
（
地
元
自
治
会
）

・
相
馬
市
郷
土
蔵
（
特
定
非

営
利
活
動
法
人　

相
馬
生
活

文
化
応
援
隊
）

【
議
案
第
43
号
〜
議
案
第
49

号
】

　

各
種
事
業
の
精
査
な
ど
に

伴
う
平
成
29
年
度
会
計
の
補

正
予
算
で
す
。

【
議
案
第
51
号
〜
議
案
第
56

号
】

　

平
成
30
年
度
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表２（６ページのつづき）

　　　　会　　　　計 予算額
国民健康保険特別会計 3,810,000,000
後期高齢者医療特別会計 414,000,000
介護保険特別会計 3,522,831,000
公共下水道事業特別会計 1,390,706,000
農業集落排水事業特別会計 35,627,000
光陽地区造成事業特別会計 1,276,378,000

平成 30 年度相馬市特別会計予算   （単位：円）


